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　Mark　Twain（Samuel　Langhorne　Clemens）のThe　Tragedy　of

Pzadd’nhecid　WilSon（1894）は，“The　Man　That　Comlpted　Hadleyburg”

（1899），Theノ吻s’爾o硲Stranger（1916）などの後期のペシミスティッ

クな作品の先駆けと評されている。これら3つの作品は，R．　R．　Maleの

言葉を借りると“Cloistral　Fiction”1という形式で書かれており，一人の

strangerを送り込むことによって平和で理想的な地域社会に波乱を起こ

し，上辺を飾っている理想的な姿の下にある，隠された社会の真実を暴く

というplotが用いられているのである。

　Pudd’nheαd　ViVilsonにおけるstranger，　David　Wilsonは，理想的社会

の裏側を暴いてはいるが，この問題は付随的に分かる事であり，彼が直接

明らかにしているのは「殺人」と「赤ん坊の取り替え」という二つの事件
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の真相である。この作品は，“half　melodramatic　detective　story”2と評

されるように，作中のWilsonはstrangerというよりdetective的であ

り，最後には成功して社会の英雄になるなど，他の二つの作品とはかなり

様相を異にしている。また，彼は一見，重要な役割を演じているようだ

が，作中における存在は極めて曖昧である。故に，C，　Mannは「英雄」

と讃え3，E．　Alsenは「本物の間抜け」と見なす4など，　Wilsonに対する

批評家達の解釈も様々である。また，Twain自身は“Only　as　a　piece　of

machinery”5と述べWilsonの重要性を否定しているが，この言葉をその

まま受け取るか否かについても論議を呼んでいる。

　この小論では，まず不可解な存在のWilsonという人物を解明すること

から始める。そして，彼が同じplotを持つ後期の作品の主人公達より，

むしろ初期の作品の代表的な登場人物の一人であるTom　Sawyerと接点

を持ち，互いに影響し合っていることを見出すと共に，Pudd’nhead

PIVilsonが，　Tom　Sawyer　Abroad（1894），　Tom　Sawyer，　Detective

（1896）という，失敗作と評して，Twainの作品の中でもとかく無視され

がちな作品と深く関わりを持っているということを明らかにしていくこと

を目的とする。

1

　最初に付けられたPudd’nheadというあだ名のために，優れた才能を持

ちながらも20年余り不遇の生活を強いられたということは，Wilsonにと

っては悲劇と言えるであろう。しかし，悲劇的な背景を背負っているにも

かかわらず，彼は悲劇の主人公には見えない。strangerであり，悲劇か

ら成功へ向かって行くWilsonは，反対に悲劇へと向かって行く他の登場
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人物達とはかなり異質の存在である。それにもかかわらず彼の存在が曖昧

に感じられるのは何故だろうか。その原因の一っは，Pudd’nheadという

あだ名にあるといえる。このあだ名の意味についてM．L．　D’Avanzoは，

経済的にも政治的にも失敗したことを意味し，人生の敗北者を示している

と述べている。6つまりWilsonは，このあだ名によってDavid　Wilsonと

して生きていく術を全て失ってしまい，替わってPudd’nhead　Wilsonと

して，本来の自分ではない姿で生きていかなければならなくなったのであ

る。こうして，彼の本当の自己はPudd’nheadという仮面の下に隠されて

しまったわけである。Wilsonの本質が読者から見え難くなっているのは

このためといえる。先に，TwainがWilsonにっいて，“a　piece　of

machinery”と述べていたが，確かに，その存在に色が無ければ無い程，

いかなる状況にも容易に組み入れられ，自由に操ることができるという事

を考えると，彼の言葉の意味も理解できる。表舞台で存在を誇示すること

はないが，いつも何かに関わっている，それがWilsonの描かれ方なので

ある。

　しかし，単に“apiece　of　machinery”の理由から，　TwainはWilson

にPudd’nheadというあだ名を与えたのであろうか。後半に彼の急速な出

世劇が用意されていることを考え，Wilsonの不遇の日々を，　E．　Alsen

は，“David　Wilson’s　twenty－three　year　fight　for　popularity　and　power”7

と述べている。Twainは，あだ名を隠れ蓑にさせ，　David　Wilsonに成功

に向かっての準備を着々とさせていたというわけである。確かにTwain

はこの“fight”のために，　Pudd’nheadというあだ名の下にWilsonに

様々な利点を与えている。先ず，町の人々に関する彼の情報収集は，誰に

も気付かれることも妨害されることもなく，非常に順調に行われている。

また，最終的には重要な情報となる指紋収集という奇妙な趣味に関して
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も，誰からも深く詮索されていない。更に，彼は冒頭で追放状態にされて

はいるが，取るに足らない存在，つまりは無害な存在と見なされ，町の

人々に嫌われてはいない。これらは全て，あだ名がもたらした利点といえ

る。このように彼は，公には実力を隠しながらも町の権力者など一部の

人々には才能を認められ，それらが上手く相乗効果をもたらして町という

地域社会に入り込むことに成功しているのである。勿論，始めから批判的

な目を持つ1彼は，町の人達と同じ視点で物事を見てはいるが，そこに巻き

込まれることはない。また，近くにいながら，実は遠くから批判的に眺め

ているということも，誰にも気付かれることもない。あだ名が彼にもたら

した恩恵はかなり大きなものであったといえるのである。

II

　元々，strangerの役割も担っている上に知性も教養も与えられていた

Wilsonは，正確な情報を冷静に判断し，社会の外観と実体の矛盾に気付

いていく。そこで彼は，町の人達が誇りとし，町全体の社会基準にもなっ

ている権力者達の歪んだ価値基準を利用して，ついには政治的な力をつけ

始めていく。この後の彼は突如，自己主張をし始め，隠していた才能を披

露するが如く活躍するのである。そして，最後の裁判では大勝利を収め，

名実共に町の指導者へと上り詰めていくのである。丁度，第13章の終わ

りから始まるWilsonの出世劇は，あまりにも急速で華々しい為に，悲劇

というタイトルを考えると，やはり何か不自然さを感じるのである。これ

もまたWilsonという人物を不可解な存在にさせている原因の一つといえ

る。結局，TwainがWilsonに与えた悲劇というのは，周りの勝手な判

断が原因で，才能を開花させるまでに長い不遇の日々を強いられたという
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ことであった。よって，前半部の彼は，Pudd’nheadとして自己を隠して

いた為に，読者には曖昧な存在にしか映らなかった。反対に，第13章の

終わり位からの彼は，野心家で，自分の成功の事しか考えていないように

映る。明らかに，Wilsonの描き方において変化が生じていると言える。

特に裁判の場面では，政治的地位も得，事件の真相も完全に突き止めてい

たので余裕さえ見える。彼は発言を焦らしたり，犯人が判明する時間を設

定したり，裁判をより劇的なものにすることに力を注いでいる。様々な効

果を狙いながら華々しく英雄になることに熱中する姿は，まさにTom

Sawyerにそっくりである。　WilsonとTomの類似にっいてL．　Fiedler

は，“Pudd’nhead　is　Tom　Sawyer　grown　up，　the　man　who　has　not

surrendered　with　maturity　the　dream　of　being　a　hero”8と述べている。

他にも，R．　Chase，9J．　H．　Schaarl°といった批評家達がこの点を指摘し

ている。

皿

　WilsonとTomの結びつきは，　Pudd　’n　head　Vl（ilsonの執筆過程を見る

ことによって，より明らかになる。Twainは，出版業のパートナーであ

るFred　J．　Hallに宛てた1892年8月10日の手紙の中で，　Tom　Sawyer

Abroadの執筆を開始したことを知らせると同時に“I　have　dropped　that

novel．．．．”という記述を残している。このことに関してA．　B．　Paineは

“that　novel”とはPudd’nhead　VVilsonの前身となる“Those　Extraordi－

nary　Twins”（1894）のことだと指摘している。11そして，9月4日の手

紙では，Tom　Sawyer・4　broadの完成と保留状態にしていた“Those

Extraordinary　Twins”の執筆を再び開始したことを知らせている。12
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Tom　Sawyer、4broadと“Those　Extraordinary　Twins”は，ほぼ同時期

に構想が練られ執筆されていた。しかし，完成までの過程は異なり，

Tom　5伽y6γAbroadは一気に書かれているのに対して，“Those

Extraordinary　Twins”は途中で中断されている。　TwainがTom

Sawyer　Abroadを一気に書き上げた理由としては，出版当初から“It　is

more　decent　to　parody　Jules　Verne．．．9”13と指摘されている通り，

VerneのCing　Semaines　en　Ballon（1863）のplotに負うところが多く，

比較的容易に書き上げたということが推測できる。一方“Those

Extraordinary　Twins”は，作品の長さの面で不都合が生じ，再び中断す

ることになる。その後，娘Claraに宛てた11月16日の手紙では執筆再

開を，14Hal1宛ての11月24日の手紙では先の中断の原因となった長さの

問題を解決したことを知らせている。15そして，12月12日の手紙ではつ

いに完成したと述べてあり，再開後はほぼ一気に書き上げた事が分かる。

しかしその一方で，次のように語っている。

　　　The　last　third　of　it　suits　me　to　a　dot．　I　begin，　to－day，　to　entirely

　　re・cast　and　re－write　the　first　two－thirds．．．．16

前半部を書き直さなければならない異変が作品の中で起こっていたのであ

る。この異変にっいて，Twainは，“Those　Extraordinary　Twins”の序

文の中で，作品の長さを延ばしたために喜劇から悲劇に変わってしまった

と説明している。こうして当初の意図とは違う方向に向ったために半ば偶

発的に生まれた作品がPudd’nhead曜Zs伽なのである。

　前半の3分の2以上の修正を強いることになったにもかかわらず，

Twainが固執した後半の3分の1というのは，　Pudd’nhead曜なoηを単

純に割ってみると，第14章から最終章までに相当する。そして，この部

分というのは，先のWilsonの解釈の所で既に述べたが，丁度Wilsonの
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出世劇が展開される部分であり，その様子がTom　Sawyerと重ねられる

箇所でもある。

　ここでもう一度，執筆中に書かれたTwainの手紙に戻り，先ずは，作

品の長さに関する彼の言及に注目してみたい。11月24日の手紙には“I

have　now　written　43，000　words　on　it．＿”17とあり，また12月12日の

手紙には“Ifinished‘Those　Extraordinary　Twins’night　before　last－

makes　600r　80，000　words．．．．”18と記述されている。　Twainは，この18

日間で17，000から37，000語書き上げており，その語数から判断すること

によって，この部分は後半の3分の1に相当するということが明らかにな

る。次にもう1点注目しておきたい記述がある。11月24日の手紙には，

“Those　Extraordinary　Twins”が順調に進んでいることを知らせると共

に，次の様なことも述べている。

　　　Icould　write　Part　II　of　it，　and　then，　whether　they　wanted　Part

　　II　or　not，　we　could　add　it　to　the　book　when　we　issue．19

itというのはTom　Sawyer　Abroadのことであり，　theyというのはTom

Sawyer●A　broadを最初に発表したSt．　Nicholas　Magazineの編集者達を指

している。この手紙から，TwainのTom　Sawyer・4broadの続編に対す

る強い意気込みが感じられる。この時期，彼は“Those　Extraordinary

Twins”を書く一方で，再びTomが活躍する作品の構想を練っていたの

である。

　以上の事柄を総合すると，後半の3分の1を書いていた時，Twainの

頭の中にはTomの新しい作品に対する強い願望があった為に，　Wilson

にTomの姿を重ねてしまったと言えるのである。また，その事が後半の

執筆の弾みになったとも考えられる。Tomに対するTwainの思い入れ

を考えると，Wilsonを悲劇的状況に陥れる一方で，様々な恩恵を与え最
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後に華々しく成功させたことも納得できるのである。

　WilsonとTomの結び付は他にもある。1893年12月からのCentury

Maga2ineにおける連載に至るまで，　Pudd　’n　head　PVilsonはかなりの修正

が加えられた。まず始めに，Twainが完成時に指摘していた前半3分の

2の修正については，Pudd’nhead　Wilsonの冒頭にある“A　Whisper　to

the　Reader”の中で，翌年の1月2日に完成したと記されている。しか

し，1月24日と28日の手紙には，作品の出来ばえに満足できず，出版す

るか否か迷っているという記述がある。2°Twainは一つの作品の中に二つ

の物語が存在し，互いに妨げあっていることに気付いたのである。修正

は，その後暫く暗礁に乗り上げたままであったが，7月30日には最後の

大修正が行われたことが記されている。21つまりこの時点で，Twainが

“Those　Extraordinary　Twins”の序文で，“I　pulled　one　of　the　stories

out　by　the　roots．．．．”22と説明している“literary　Caesarean　operation”

が行われ，ようやく現在ある勘〃η1澱1珊聡oηと“Those　Extraordinary

Twins”という2つの作品に分かれたというわけである。

　Pudd’nhead　l？1）rilsonの修正が暗礁に乗り上げていた1893年4月5日の

娘Claraに宛てた手紙に，　Tom達の新しい物語のアイディアが記されて

いる。23TwainはTom　Sawyer、4broadの2巻目を出版することに意欲

的であったので，当然のことだろう。彼の当初の予定は，Tomに様々な

国を旅させることによってTonz　Sawyer　Abroadをシリーズ化させるこ

とであった。しかし，ここで彼が考えているアイディアは，、殺人事件の真

相を解き明かすといったもので，その狙いとは掛け離れているように見え
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る。むしろPudd’nhead　I｝Vilsonの影響を受けてのものだと考えられるの

である。

　このアイディアは後に，Tom　Sawyer，　DetectiveとV）う作品に育ってい

く。この作品がTom　Sawyer　Abroad同様に失敗作と見なされている原

因の一つは，D．　M．　McKeithanが指摘しているように，24この作品はデン

マークの作家，Steen　Steensen　BlicherのThe　Parson　at　Veilbyから

main　plotを借りて書かれたものであり，　Twainのオリジナルとは言い難

い点にある。しかし，Twainの始めのアイディアはしっかり生きている

為にTom　Sawyer，　DetectiveはPudd’nhead曜なoηと様々な共通点を有

している。南部の奴隷制の町，殺人事件，変装，裁判，detectiveの役割

をする主人公等，明らかにPzadd’nhead　Wilsonの影響を受けているとい

うことが分かる。

　TwainはTom　Sawyer　Abroadを書き上げた時，そのシリーズ化を考

えていた。しかし，結果としてTom　Sawyer　Abroadに続いたのはTom

Sawyer，　Detectiveという全く様相を異にするものであった。つまり，彼

の関心は別の方向　　detective　story　　へ向かって行ったのである。

実際この後，Twainは“Tom　Sawyer’s　Conspiracy”（1897－1900），“A

Double－Barreled　Detective　Story”（1902）等のdetective　storyを残して

いる。

　TwainにとってTomは彼が生んだ最高の登場人物であり，常に英雄

でいる必要があった。Twainは，　Tomが登場する作品には，必ず彼が英

雄的行動を行える舞台を設定しており，また，その舞台をずっと探し続け

てもいたのである。Twainは，　Pudd’nhead　VVilsonを書き上げた時，

The・Adventures　of　Tom　Sawyer（1876）の中で，殺人事件の裁判で証言

したTomの姿を思い出したのではないだろうか。そして今度は，単なる
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証人では無く，Wilsonのように自ら事件を解き明かすdetectiveの役割

を与え，最後に劇的な裁判の場面を設定すればTomが再び英雄に成るこ

とができる，そう考えたTwainは，新しいTomの物語をdetective

storyへと変更していったのである。つまり，　Pzadd’nhead　Wilsonは

Tom　Sawyer，　Detective執筆への大きな動機となったと考えられる。

結

　ここまで述べてきたように，Tom　Sawyer　A　broadはPudd’nhead

WilSon執筆の勢いを与え，　Pudd’nhead　WilsonはTonz　Sawyer，1）etec－

tiveに執筆の動機を与えるなど，この三つの作品は密接な関係で結ばれて

いた。TomからWilsonへ，　WilsonからTomへという構図を見ると，

Twainの最愛のTomと深い関わりを持つWilsonは，確かに始めは“a

piece　of　machinery”であったかもしれないが，それ以上のものになった

のではないだろうか。当時Twainは，自動植字機への盲目的投資，経営

する出版社の不振等，経済的苦境にあった。何とか巻き返しを狙っていた

Twainにとって，苦境を脱して成功するWilsonの姿は，彼の願望その

ものだったと考えられる。

　Twainは1868年のノートブックに，盗んだ気球でパリから逃亡してき

たフランス人囚人の物語の断片を書き残している。25おそらくこれが，気

球をモチーフにした作品の最初のアイディアであろう。また彼は，1869

年にPudd’nhead　M，rilSonの前身である“Those　Extraordinary　Twins”

のモチーフとなった“The　Siamese　Twins”というスケッチを残してい

る。Twainの中で20年間，この二つのアイディアは暖められ，ほぼ時を

同じくして，Tom　S伽y6γ・4　broadとPudd’nhead　Wilsonという作品に
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なって世に出されるわけだが，偶然とはいえ，ここにも深い繋がりを感じ

るのである。
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要 約

　Mark　TwainのThe　Tragedy　of　Pudd’nhead　VVilSonにおける登場人物の一人で

あるDavid　Wilsonは，一見，重要な役割を演じているように見えるが，作品にお

ける彼の文学的意味は非常に見極め難く，彼に対する批評家達の意見も実に様々で

ある。

　作品の中で，Wilsonは実に曖昧に描かれている。作品の前半3分の2の部分で

は，Pudd’nheadというあだ名の下に，その存在を誇示するようには描かれていな

い。一方，後半の3分の1の部分では，Pudd’nheadという仮面を外し，急速な出

世劇を展開し，最終的には英雄になっている。このように，作中における彼の描き

方の変化が，Wilsonの存在の曖昧さにつながっているのである。

　特に，後半部のWilsonに注目すると，その様子がTwainの作品の中でも最も有

名なTom　Sawyerに似ていることが分かる。そこで，　Pudd’nhead　VVilSonの執筆

過程を見てみると，Twainは，ほぼ同時期にTom　Sawyer／Abroadの執筆にも取り

掛かっており，その影響が，Wilsonに及んだと考えられる。　WilsonとTomの関

係はこれだけではない。Pudd’nhead　Wilsonは完成までに何度か修正が加えられて

いる。丁度その修正の直中，TwainはTom達の新しい作品を考えていた。そして
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　生まれた作品がTom　Sawyer，　Detectiveである。この作品は様々な点で

　Pudd’nhead　ve，lilSonと共通点を持っており，明らかにPzadd’nhead　WilSonの影響

　　を受けていることが分かる。

’　以上のことから，この三つの作品の関係の深さが理解できる。また，Twainは，

妻に宛てた手紙の中で，公にはWilsonの重要性を否定しているのであるが，　Tom

　　に対するTwainの思い入れを考えると，　WilsonもTwainのheroの一人と考えら

　　れるのである。

The　Tragedy　of　Pudd’hahead　VVilson　and　Neglected　Two　Sequels

　　　　　　　　　　　　　　of　The　Adventures　of　Tom　Sawyer

Midori　Asai

　　David　Wilson　is　one　of　the　characters　of　Mark　Twain’s　The　Tragedyげ

Pudd’nhead　Wilson．　Seemingly　he　plays　an　important　role，　however，　strangely　it

is　difficult　for　us　to　find　out　his　meaning　as　a　literary　character．　Therefore

opinions　are　divlded　among　critics　on　this　subject．　　　　　　．

　　In　this　narrative，　Wilson　is　described　very　obscurely．　In　spite　of　being　intelligent，

he　is　nicknamed“Pudd’nhead”and　described　as　a　person　who　is　not　worth

bothering　about　in　the　first　two－thirds　of　this　narrative．　His　real　talent　is　hidden

under　the　mask　of“Pudd’nhead”．　In　the　Iast　one－third，　on　the　contrary，　he　takes

off　his　mask　of“Pudd’nhead”suddenly　and　he　rises　to　be　a　hero　rapidly．　This

sudden　change　in　his　role　Ieads　to　Wilson’s　obscurity　in　this　narrative．

　　When　we　focus　on　the　description　of　Wilson　in　the　last　part，　we　find　that　he

looks　like　Tom　Sawyer，　Twain’s　most　famous　character．　Pudd’nhead　Wilson　was

written　in　the　almost　same　time　as　Tom　Sawyer、4broad　was　written．　Thus　we

see　Wilson　is　greatly　influenced　by　Tom：We　can　find　another　connection

between　Tom　and　Wilson．　After　finishing　Pudd’nhead　Wilson，　Twain　needed　to

make　some　revisions　in　the　manuscript．　While　he　did　it，　he　began　to　plan　a　new

story　for　Tom，　Tom　Sawyer．　Detective．　As　we　can　surmise　from　this　title，　Tom

inquires　and　reveals　the　real　fact　of　the　case　of　murder　as　a　detective　like　Wilson．

It　is　clear　that　Tom　is　greatly　influenced　by　Wilson．

　　We　may，　therefore，　reasonably　say　that」Pudd’nhead　WilSon，　Tom　Sawyer

Abroad　and　Tom　Sawyer，　Detective　are　closely　connected　and　influenced　one

another．　Twain　states　in　his　letter　to　his　wife，01ivia，　that　David　Wilson　is　not
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an　important　character　for　him．　However，　a　close　look　at　Wilson’s　connection

with　Twain’s　dearest　Tom　Sawyer　will　reveal　that　he　is　one　of　the　heroes　for

Twain．

（学習院大学人文科学研究科イギリス文学専攻博士前期課程終了，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淑徳大学非常勤講師）
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